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最後にⅤでは、欧州市場統合効果の是非について欧州委員会はその『The Single M訂ket Review（以  
下「単一市場レビュー」）』1）において、「仮説の階層構造」モデルを用いて判断している点を紹介し、  
このモデルの問題点を考察する。以上が本文の構成である。  













と考えられる。また、この大競争時代の中で、自動車は「世界商品（Madein Gldbal）」3）と呼ばれる  
ほど国境を越えた効率的な体制の構築と再編を要求するため、その変化を捉えることが企業行動の特  
徴の深い理解に繋がるからである。  
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Ⅱ 市場統合の理論   
ここでは市場統合に関する理論として、直接投資の創出効果・転換効果と独占的競争モデルについ  
て見たい。この二理論から、市場統合によってどのような変化が起こると考えられているのだろうか。  





















（2）独占的競争モデル   
自動車産業は、単位あたり費用が企業規模に依存して低下する「内部鹿模の経済」が存在する産業  




占的競争モデルとして、その代表的な例として欧州の自動車産業を挙げている。7）   
独占的競争産業においては、企業数と企業がつける価格は、市場の規模に影響される。今、市場統  
合によって市場規模が拡大すれば、企業は親模の経済により、より安価で生産することが可能となり、  






























（2）SMP以外の措置   
SMPには含まれていないものの、域内の自動車産業に影響を与えるいくつかの政策があった。これ  
らもこの市場統合期の自動車産業への影響を見る上で、欠かすことはできない。特に影響の大きかっ  
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争力がそがれ、自由化後も直ちにシェアが大幅に増加するということはなかったが、今後の欧州自動  









Ⅳ 市場統合期以降の欧州自動車企業の行動変化   
Ⅱで見たi～Ⅴの変化が、欧州統合においても確認されるかどうかを、本章で検討する。まず欧州  
の自動車市場について外観し、当該変化について述べる。  
（1）欧州の自動車市場   
まず欧州の自動車市場について概観する。現在、EU十五カ国とEm三カ国を合わせた欧州十八  
カ国における自動車市場規模は1650万台と、一国では世界最大を誇るアメリカと同様の親模を誇る。  

















の保有、BMWによるローバーの保有などがその典型である。   
後者に関しては、成熟した自動車産業は、競争環境の激化に伴ってリストラクチェアリングの必要  
に直面しており、内部的に経営資娠を組み換えることが必要であったためである。14）   
『単一市場レビュー』では、MAAs推進の理由として、生産コスト削減の思惑、技術的協力の思惑、  
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新製品を市場に出す際のリスク削減の思惑が挙げられている。   
以上のクロスボ｝ダーMAAsの増加により、仮説ii加盟国内での、または域外地域からの直接投資  
の増加が証明される。  




るが、このような現地向け廉価大衆車モデルの生産を行うための投資が行われている。   
このように、質のレベルで階層化された市場がEU域内とその周縁国を巻き込んで出現し、その市  
場に合わせた特定モデルを特定生産拠点で集中生産する、産業内での質による住み分けがみられる。15）  
























E：欧州域内の車体価格   
市場統合によって車輌の価格が下がったかどうかが論点であるが、それ以前の問題として、域内各  



















Ⅴ 『単一市場レビュー』における見解   




（1）『単一市場レビュー』における分析手法   
『単一市場レビュー』の中では、SMPが自動車部門に与えた影響を分析するため、大きく2つの点  
からアプローチを行っている。1つはマクロ的視点から検証するものであり、もう1つは個別事例分  
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［資料］  
＜図表1＞日本車輸出規制の歴史  
慢 、壷琵琶還冨遠望冨壷琵琶芸違憲忘書芸冨旨   
打耐雪豊≡誇撼合評究繭  
l井上隆一郎、三菱総合研究所  




htぬ：損叩澗・．竜田IC扇、Or庄／imcho汀昭na   …麺感麹感より。】  
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＜図表3＞2002年上位5グループの販売台数シェア（北米と欧   
北米  欧州   
GMグループ   GMグループ   18．   
フォードグループ   22．   VWグループ   16＿   
Dクライスラーグル  プ19＿  プジョーグループ   
トヨタグループ   9．   ルノーグループ   
フォードグループ   





70   
＜国表6＞  
EU域内輸送のコストと時間の変化   
Nationalityofhaul  Cab tage／CrOSS－b EIiminationOfbordertimes   
ベルギー   －4．1   －2．0   
ドイツ   －3．3   －2．1   
デンマーク   －4．1   －2．1   
スペイン   －3．3   －1．8   
フランス   －3．3   －2．0   
UnitedKingdom   －3．3   †1．9   
イタリア   －3．3   －2．1   






Belgium  German  Spain  France  ttary  Po托uga  Sweden  UK   
1989   36．5   49．4   54．3   61．9   59．1   59．8   46．9   4臥7   
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＜国表9＞ユーロ域内での車両価格の差（ABセグメントの代表的5モデル）   
★ユーロ域内の最高価格地域と最低価格地域で比べた価格差（課税前）  
★ユーロ域内＝通貨同盟加盟国。2000年以前は＝カ臥2001年以降はギリシア含尋  
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????????????????
敵  軍   鮎   陰  鋸   鞘埴  軍   務  も   軋  浄  雫   翫醒  
＊グラフの濃い部分がⅤだr、薄い部分がSdes／R喝is血血n触  
【出典：欧州委員会也Ⅸ」卯i血03」月Uより1  
72   
＜国表12＞仮覿の階層横億  
【出典：TheSinlgeMarketReview，1997，P．．2O＆細谷【2002］J  
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＜国表13＞仮鋭と検証、期待されるSMPとの適合度  
期待される  


















国内版尭／全販売比は低     下する  
いくつかのメーカーで国内版克／全販売比は蝕する一方で、他のメーカー（特にドイツ  
シェアは上昇した．ドイツ統一がこれらの結果の一要因であるれ  
加盟周の個人消費に  同によって分析の結果にばらつきがあった。輸出入の決定においてはSHPよりもむしろ他  
国がより玉章な役割を演じたようである。   
いくつかの国内メーカーのシェアが低威する一方で、ドイツメーカーの国内シェアは上昇  








上昇する   
メーカーの国内シェアI  
耽下する  
メーカーのシェアは加   
国間で均等化する  
血争と市場集中度は上      する  




生産コストは低下する   EU霜メーカーはよ排他味規頓で競争的となり、平均実質労働コストは近年低下している。  
EU生産者は生産せぢの漸次的改善を行ったが、これら改善はSMPの実施以前に始まった である。  生産性闇上昇する   
雇用水準は、EUメーカ  









る  ○  
部品供給はより全ヨー  
パ線惑に放る  ○  
車両の「全型式艶証jの調和は」研究開発コストに直接的なインパクトを与えてきた。U  研究阿発コストは低下  
る  準がすでに実施されているため、いくつかの部品に関する型式敵証の調和によるインパタ  
定的であった轟  
EU鶉自動車メーカーの  
ローバル鏡争力は上昇  非EU市場向け輸出の乗数盈は増えたが、EU籍メーカーが有するシェアは低下した。  
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＜国表14＞「他の諸要因」の影響度  
グ  過  S  
M  
仮説   市 場 統  ド イ ツ 統  、薪 モ デ ル 投   口 馳 u  
ノ   
n  j胞射的ヒEU内管易は鰭士する  「）  
∩  ∩    nn          ∩  
nn  nn  ∩   
nm  亡）   
∩  ∩  
各メーカー圧l内賑叢シTアl土」虻下する  ∩  ∩  「）  ∩   
7  蕗亀が激化．し盲有i星豊中摩はト鼻する  ∩      ∩（「（「    ∩  ∩  
る  
9  合ヨ一日、ソパ揚j陸で防毒・盲増象ぇりトワークが一生足する  ∩  
∩（1  nn  
r）（つ  
∩  nn  
nn  ∩   
口  竜払晶健一験壇；生はより全ヨーEいりパ鰻糧に点る  nn  ∩  
ーバル壷亀力は：唐土する   ∩  （「「）  ∩  ∩   
r出典：TheSinlqeMarketReview，1997．p．．146－147＆細谷r2003l．  
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